
　　　　

2025 年 2 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事（夏祭り、お月見、節分、伝承遊び等）　・避難訓練
・誕生会
・卒園式、修了式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※行事は通所クラスのみ

家族支援

・成長発達について心配事や子育てについて個別の相談を実施します。
・保護者同士の繋がりや情報交流や先輩保護者との交流会を開催していきま
　す。

移行支援

・園や学校での生活を見据えた目標設定を行い支援をしていきます。
　就園、就学の際にはこれまでの支援の経過と現状を情報共有します。

地域支援・地域連携

・併用して園も利用している場合は、児の特性や発達状況について情報を共有
し、一貫性のある支援を行っていきます。
・地域の保育園で園での生活を経験する機会を設けています。（通所クラス）
・地域の事業所や保育園、幼稚園等に向け研修会を開催しています。 職員の質の向上

・発達支援や療育、保護者支援に関する県内外の様々な研修会に、職員が参加す
る機会を設けています。
・全ての研修の内容は、センター内で共有し全職員の知識の向上に繋げていま
す。
・定期的にセンター内においても研修を行い、防災、虐待防止などの職員の意識
を高めています。
・日々の保育の中で職員同士の情報共有、支援方法の継承や相談などセンター内
での高め合う機会を作っています。

支　援　内　容

・持ち物の準備や玩具の片づけ、排泄の仕方等、日常生活動作についてひとりひとりに合わせて支援していきます。（発達クラス)
・体調に留意して通所し、衣服の着脱、食事、排泄等、基本的な生活習慣を経験し自立に向けひとりひとりに合わせて支援していきます。

・運動遊具を使った遊び（トランポリン・巧技台・太鼓橋・鉄棒・はしご等）やボール投げ、体操や動作模倣など体を使った遊びを通してバランスや体幹、ボディイメージを修得でき
　るように支援します。
・感触遊びを通して、様々な感覚入力体験を促します。（片栗粉あそび、寒天あそび、紙遊び、水遊び、光遊び等）
・理学療法（PT）、作業療法（OT）訓練では、支援計画をもとに歩行訓練、体幹トレーニング等、個々に合わせ専門的な視点で訓練を行っていきます。

本
人
支
援

・毎日の日付やスケジュール、職員の確認などを行うことによりルーティンを身に付け、見通しを付け活動できるようにします。
・手先の遊び（型はめ、パズル、プットイン、円柱差し等）や描画、製作活動（ハサミ・のり等）を楽しみながら取り組み、認知機能の向上を図ります。自分で考えたり取り組む姿勢
　を大切にしつつ、できないところは助けてもらえるように「SOS]が出せる支援をしていきます。
・職員や友だちと遊ぶ中で、簡単なルールを守ることやルールを守って遊ぶ楽しさを経験する機会を設けます。
・職員がモデルとなる行動を見せることで、遊びがわかり、楽しく遊べるような支援を行っていきます。
・作業療法（OT）では支援計画をもとに、個々に合わせた机上の課題等で認知機能向上のための訓練を行っていきます。

・小集団で手厚い職員のサポートを提供し、遊びの中でお友達とのやり取りを支援していきます。
・言葉と動作が結びつくように、児の動作に簡単な言葉を添えて伝え場面に合わせた言葉の理解や表出に繋げます。
・職員や友だちと遊ぶ中で、その場に合った言葉やコミュニケーションの取り方を伝えていきます。
・言語療法（ST）訓練では支援計画をもとに、個々に合わせ構音訓練、コミュニケーション力、語彙力,摂食嚥下機能等、専門的な視点で訓練や助言を行っていきます。

・小集団の中で友達を意識し、ごっこ遊びや様々な遊びに参加できるように仲立ちしたり、身近な職員との関係を基盤として人と関わる楽しさが経験できるように支援していきます。
・できた時や見て欲しい時の視線を見逃さず、褒めることや共感を繰り返し、関係を築いていきます。
・友達と一緒に遊ぶ楽しさや関わり方を職員と一緒に経験する機会を設けます。

支援方針

・運動遊び、感触遊びを通して、運動機能・感覚機能の発達を促します。
・「できた」という達成感、褒められる経験をたくさんしていくことによって自己肯定感（自信）をつけていきます。
・日常生活における基本動作の指導や食事や排泄の自立の芽生えを育む支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 発達等に心配のある子どもや家族が、その能力や生きる力を発揮し、地域の中で生き生きとした生活が送れるように、一人ひとりの発達状況に応じた支援を行います。

事業所名 津市児童発達支援センターつぅぽっぽ 作成日支援プログラム


